
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 【雪まくり～１月】傾斜のある急坂で春先に見かけることがありますが、今回は「平地」で極寒の１月です。風によって

地面の雪がまくり上げられ、絨毯を巻いたような形状が作られる現象です。条件は、雪が地面にぴったり張り付かず氷の層

があること・その氷の層が湿っていないこと・雪を吹き飛ばさない程度の強風であること・気温が０℃以上等です。前述の

通り、急坂の丘陵地帯に発生することが多いですが、平地で雪まくり現象がみられるのは、全ての条件をクリアしなければ

ならず実にまれなことです。自然にできたゆきだるま・雪のロールケーキ・雪のドーナツなどと言われています。 

 

＊今回のセンターだよりは、１月号が「２０２０年を振り返って」でしたので、情報内容は１月～３月期での掲載です。 

 



                                             

 

                                                           

                                             

 

 

  

 

 

      

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                                         

 

 

 

 

 

                                     

         

 

 

 

 

                                 

                  

☆チビターニュース/山の実 ２０２1 年３月 25日（木） 第 102号☆ 

☆  

【イイズナ～1 月】エゾオコジョとの見分けが難しい

ですが、オコジョより二回りほど小さいです。頭胴長

約１５cm・尾長約２㎝・体重約２０ｇです。尾が判

別の判断ですが、イイズナは年間を通して「白」、オ

コジョは「黒」です。非常に気性が荒く動きも俊敏で

す。生息地は深い森林ですが、最近は人家の縁の下や

空家での目撃が多くなってきています。ネズミ狙いで

すね。雪の中から「ひょっこり」と顔を出す姿は愛嬌

たっぷりです。そのスピードが異常に早く、中々カメ

ラに収まりません・・・。 

【エゾモモンガ～2月】 

スノーシューで散策中、白樺の樹木の下で休憩中に「シジュ

ウカラ」が飛来。何気に見ていると白樺の上部に小さな穴

が・・・。シジュウカラが樹洞付近を突つきはじめた途端に、

樹洞からモモンガが驚いて出巣しました。 

真下にいたため、モモンガはやや驚いた様子でしばらくこち

らを見ていました。 

周辺にはモモンガの痕跡(排泄痕等)がなかったため、外敵か

ら身を守るために複数の穴を「ねぐら」にしているようです。 

【ヒグマの爪跡～2月】 

スノーシューで散策中、古いものや新しいものも含めて、

最近はよく「ヒグマの爪跡」も見かけます。しかも、林道

沿いなど人が通ると思われる場所の近くで・・・。間もな

く冬眠明けとなりますが、春先に気温が高く融雪が進むよ

うな年は冬眠明けが早くなるように、冬眠明けの時期は融

雪状況や気象条件に大きく左右されます。単独のヒグマ

は、3月～4月にかけて冬眠明けをしますが、今年に限っ

ては雨が降るなど気温が高い日が多く、既に新しいヒグマ

の爪跡も見かけますので、十分な注意が必要です。 

 【スノーシュー散策中～１月】無雪期には行けない場所

でも、冬期間は「スノーシュー」を履いてある程度の所

まで散策が可能です。健康のためにも、来年はスノーシ

ューデビューはいかがでしょうか？左端は、樹液に群が

った「セミ」が何らかの理由でそのまま息絶えて「ミイ

ラ化」したものです。右上は、まぁよくもここまで彫っ

たものです「クマゲラ」の採餌木です。右下はちょっと

ショッキングな写真・・・。写真ではあまり伝わりませ

んが、野鳥の「カケス」です。樹洞の上から入り、その

まま深さのある下の部分に落ちてしまったようです。羽

のほとんどが折れていたため、相当に「もがいた」と推

測できました。このように、普段目にすることがない様々

な自然の営みを見ることができます。楽しいですよ～。 

 



             

                                           

 

 

 

                                             

 

 

 

 

                                             

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

☆チビターニュース/森のたね ２０２1 年３月２５日（木） 第 102 号☆ 

☆  

【アカゲラ・エゾリス～３月】根から吸い上げられたイタヤカエデの「樹液」。これ、ほんのり甘いんです。たくさんの野鳥やエゾリ

スたちが集まってきますが、雪がとけると今度は地面に滴り落ちた樹液に「アリ」が寄ってきます。アカゲラもエゾリスも「舌ペロ」。 

 

【冬の風物詩～３月】「窓霜」と霜の花「フロストフラワ

ー」です。どちらも今では冬の風物詩ですね。窓霜は、

冷え込みの厳しい早朝に窓の内側に出来上がります。空

気中の水蒸気が凍って出来る氷の結晶の一種です。針状

のものや羽毛状・扇型・樹枝状等々様々な形があります。

フロストフラワーは、主に結氷した湖や川の氷面の上に

できますが、氷面に雪がないこと・氷点下１５℃以下・

無風と条件が合わなければ見られない「奇跡の花」です。 

 

 

【シュカブラ～３月】雪紋・風雪紋とも呼ばれ、硬くなった雪面が強い風で削りとられることによってできる波状の模様

です。自然が創りだすオブジェですね。左右模様が違いますが、一日違いの写真です。春先のシュカブラは、気温の上

昇と共にとけはじめ、夜の放射冷却によって一旦とけかけた雪が今度は氷となって固まり、前日や早朝・日中とは違う

姿を見せてくれます。形によって、風の強さや風向を表しており、見ているだけで様々な情報を読み取れます。 

 

 

 



只今、２０２１年度講座内容を策定中です。 

今しばらくお待ちくださいませ。 

決定次第、HPで公開致します。 

 

                                             

                        

 

 

 

 

 

  

  

 

 

■  2021年度・ビジター講座  ■ 

                          

発行：大雪山国立公園  

 

 

℡ 01658－9－4400 ／fax 01658－9－4401 

アドレス : http://www.sounkyovc.net/ 

開館時間 ６月～１０月／８：００～１７：３０無休・入館無料 

１１月～ ５月／９：００～１７：００月曜日休（祝祭日は翌日） 

                      202１年３月２５日発行 M・K 

 

 

 

 

                           

白黒紙面でご覧の皆様へ ～ パソコンをお持ちの方は、上

記のアドレスで公開していますので、そちらもご覧下さい。 

 

 

 

■大雪山フィールドノート写真展■ 

（日時）常時展示 【場所】ビジターセンターレクチャールーム 

（内容）一年を通じた大雪山の自然を写真と解説文で紹介します。        

    

 

 

★★観察会は事前申し込みが必要です★★ 

★★詳細についてはお問合せください★★ 

センターのウラ玄関に激突しました・・・が、

元気に飛び立っていきました。シジュウカラ 

只今、新型コロナウィルス感染症防止の観点 

から「切り絵」は休止させていただいており

ます。何卒ご了承下さいませ。 

 

 

 

樹液つらら・コガラの舞い 
１月↓ 上川・層雲峡気象↓

1/23 ツグミ群れ、オオワシ 層上 1/21 上川町降雪１１㎝

1/24 エゾモモンガ 上 1/24 センター前　日最低気温－２０℃

1/25 オオワシ 上 1/27 センター前　日最低気温０℃　最高気温３℃

1/26 オオアカゲラ、イイズナ 上 上川町　日最高気温４℃　急激に気温が上がる

1/28 エゾユキウサギ、雪まくり現象 上 層雲峡降雪１１㎝

1/31 オオワシ、エゾモモンガ 上 1/29

２月↓ 1/30 層雲峡降雪１２㎝

2/1 エゾモモンガ、雪まくり現象 上 1/31 1月降雪量　層雲峡１３６㎝　上川　９４㎝

2/4 ウソ、エゾユキウサギ 上 昨年同月　 層雲峡１２２㎝　上川１２０㎝

2/5 オジロワシ 上 1月積雪深　層雲峡　９２㎝　上川　７０㎝

2/6 ハイタカ、エゾリス 上 昨年同月　 層雲峡　９８㎝　上川　４７㎝

2/7 オオワシ、エゾクロテン 上 2/2 上川町　夜半一時雨

2/10 オオアカゲラ、キバシリ 上 2/3

2/11 疥癬病のキタキツネ 上 2/7

2/12 エゾモモンガ 上 2/13

2/13 オジロワシ、キレンジャク群れ 上 2/14 センター前　日最高気温５℃　上川町５．３℃

2/14 イイズナ、ギンザンマシコ雌、オオワシ 上 2/15 層雲峡　上川町降雨

2/16 エゾユキウサギ 上 2/16

2/21 ヤマセミ、イタヤカエデ樹液に野鳥、エゾリス 上 2/16

2/22 エゾモモンガ、ハイタカ 上 2/16

2/23 エゾシカ残滓（ざんし、残りかす）にオオワシ・オジロワシ 上 層雲峡　日降水量３７ｍｍ　２月観測史上２位

2/26 エゾモモンガ、オジロワシ 上 上川町　１．０mm　２月観測史上１位（2/23同）

2/27 エゾリス、ウソ、ツグミ 上 2/16

2/28 オオワシ、エゾユキウサギ、彩雲 上 上川町　５．０mm　２月観測史上２位

３月↓ 2/16

3/1 オオワシ、シマエナガ群れ 層 2/17 センター前　日最高気温５℃

3/2 エゾクロテン、ベニヒワ群れ 上 2/18 上川町降雪１０㎝

3/3 オオワシ、ヤマセミ 上 2/21 層雲峡降雪１８㎝　上川町２５㎝

3/4 エゾユキウサギ、エゾクロテン 上 2/23 層雲峡降雪２４㎝　上川町１４㎝

3/5 エゾリス、ウソ、ツグミ 上 2/28

3/6 ベニヒワ群れ 上 上川町　月間日照時間（少）５０．５ｈ　２月観測史上２位

3/7 オオワシ３羽 上 2月降雪量　層雲峡１５３㎝　上川１２８㎝

3/8 シマエナガ群れ 上 昨年同月　 層雲峡１３９㎝　上川１００㎝

3/9 シマエナガ群れ、エゾユキウサギ、キタキツネ 上 2月積雪深　層雲峡１２２㎝　上川９５㎝

3/10 疥癬病のキタキツネ 上 昨年同月　 層雲峡１２２㎝　上川６７㎝

3/11 マヒワ群れ 上 3/1 層雲峡降雪１１㎝　上川町１１㎝

3/12 キレンジャク、ベニヒワ、シマリス冬眠から覚める 上 3/2 層雲峡降雪２１㎝　上川町１４㎝

3/13 エゾモモンガ 上 3/5 センター前　日最高気温９℃　上川町１０．５℃

3/14 彩雲、エゾユキウサギ 上 3/6 層雲峡降雪１６㎝

3/15 日暈（ハロ） 上 3/10 層雲峡降雪１３㎝

3/16 キレンジャク、ヒレンジャク 上 3/16 センター前　日最高気温１１℃

3/17 エゾリス 上 3/17 層雲峡降雪１２㎝　上川町１１㎝

3/17 オオワシ、オジロワシ 層

3/18 エゾユキウサギ 上

3/19 ハクチョウ、ヤマセミ（層） 上

3/20 シマリス 上

3/20 ヤマセミ 層

上川町　日最大瞬間風速２６．５m/s　１月観測史上１位

センター前　日最高気温５℃　各峠等通行止め相次ぐ

層雲峡降雪１８㎝　上川町　日最高気温（低）-１３．１℃　２月観測史上３位

カレンダー期間　1/21-03/20
観測地  上・上川　層・層雲峡　黒・黒岳

層雲峡降雪１４㎝

層雲峡　月降水量（多）１０８．５ｍｍ　２月観測史上３位

センター前　日最高気温４℃　急激に上がる

層雲峡日最大１０分間降雨量２．０mm　２月観測史上１位

層雲峡日最大１時間降雨量９．０mm　２月観測史上１位

層雲峡降雪２８㎝　上川町１１㎝　層雲峡　上川町暴風雪　全道的

上川町　日最大瞬間風速２２．２m/s　２月観測史上１位
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